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博貴、千葉弘文、高橋弘毅、一宮慎吾：アトピー型喘息における末梢血濾胞ヘルパーT

細胞の活性化と治療における変化，第 21回北海道アレルギー研究会，平成 29年 6月 24

日，札幌 

 

 

6．学会発表 

 

第 10回日本静脈経腸栄養学会北海道地方部会（平成 29年 1月 28日, 札幌） 

小西正訓：脳卒中発症初期における 1年後の摂食機能予後予測.  

 

第 10回日本静脈経腸栄養学会北海道地方部会（平成 29年 1月 28日, 札幌） 

今野信宏：頭頚部がん患者におけるサルコペニアに関しての検討.  

 

第 8回千歳臨床医学研究会（平成 29年 1月 28日，千歳） 

渡邉一正：内耳障害を併発した急性中耳炎成人例.  

 

第 37回札幌市病院学会,（平成 29年 2月 6日, 札幌） 

松澤優, 土岐美香子, 本間明美, 岡亨治, 小西正訓： 当院における摂食嚥下障害看護の

卒後教育について.  

 

第 27回日本頭頸部外科学会学術講演会（平成 29年 2月 2〜3日，東京） 

坪田大：頬脂肪体弁および口蓋粘膜弁を用いて再建した硬口蓋癌症例.  

今野信宏：TPF療法における予防的 G―CSF投与の検討.  

黒瀬誠，近藤敦，高野賢一，大國毅，小幡和史，氷見徹夫：喉頭垂直部分切除症例にお

ける VLocクロージャーデバイスの使用経験. 

  

第 32回日本静脈経腸栄養学会,（平成 29年 2月 23～24日, 岡山） 

小西正訓：脳卒中症例における嚥下機能評価依頼例の特徴.  

 

第 40回日本嚥下医学会,（平成 29年 2月 24～25日, 東京） 

小西正訓：脳卒中例における肺炎発症例の特徴.  



第 43回北海道頭頸部腫瘍研究会（平成 29年 2月 25日，札幌） 

今野信宏：経口腔的ルビエールリンパ節摘出における術中ナビゲーション 「O-arm」の

有用性.  

 

第 215回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方会学術講演会（平成 29年 3月 26日, 札幌） 

渡邉一正：当科を受診した虚血性心疾患例.  

小西正訓： 脳卒中例における嚥下機能評価依頼例の特徴.  

今野信宏: O-armと 3D内視鏡が有用であった経口腔的副咽頭間隙腫瘍摘出術の 1例.  

山本圭佑，近藤敦，小幡和史，黒瀬 誠，氷見徹夫：札幌医科大学における下咽頭重複

癌症例の検討.  

角木拓也，百島尚樹，坪田大，松宮弘，新谷朋子：喉頭麻痺を伴った汎発性帯状疱疹の

一例.  

村山公介，計良宗，垣内晃人，今野信宏：頸部リンパ節転移を認めた甲状舌管癌の１例.

佐藤里奈，山本圭佑，小幡和史，長屋朋典，坪松ちえ子，近藤敦，氷見徹夫：Lemierre 

症候群の１例.  

 

第 35回日本リハビリテーション医学会北海道地方会,（平成 29年 4月 8日, 札幌） 

小西正訓： 脳卒中に伴う摂食機能障碍の予後予測.  

 

第 35回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会（平成 29年 4月 13～15日，旭川） 

白崎英明，才川悦子，菊池めぐみ，氷見徹夫：ヒト鼻粘膜におけるリポキシン A４受容

体―ＦＰＲＬ１受容体の発現と局在.  

亀倉隆太、高野賢一、伊藤史恵、一宮慎吾、氷見徹夫：奨励賞応募演題 IgG4 関連涙

腺・唾液腺炎の病変部位における濾胞ヘルパーT細胞の機能的役割. 

山本圭佑，小笠原徳子，高野賢一，宮田遼，角木拓也，亀倉隆太，氷見徹夫：クラリス

ロマイシンは気道上皮で RSV によって誘導されるインターフェロンを IRF-3 を介して

調整する. 

金子躍人，角木拓也，高野賢一，大國毅，菊地真，幸野貴之，氷見徹夫，小島隆：p63 

によるヒト鼻粘膜上皮バリアの調節機構.  

 

第 106回日本病理学会総会（平成 29年 4月 27～29日，東京） 

金子躍人，角木拓也，高野賢一，大國毅，菊地真，幸野貴之，氷見徹夫，小島隆：ヒト

鼻粘膜上皮バリアにおける転写制御因子 p63 の役割.  

伊藤史恵，亀倉隆太，川田耕司，高野賢一，氷見徹夫，一宮慎吾：Regulatory mechanism 

of IgG4 production in lesions of IgG4-related dacryoadenitis and sialadenitis.  

 



第 6回札幌栄養管理情報ネットワーク研究会（平成 29年 5月 13日, 札幌） 

稲葉久子, 小西正訓：地域連携取り組みの現状と今後の課題について.  

 

第 16回日胆頭頸部外科臨床検討会（平成 29年 5月 13日，苫小牧 

志藤文明：口蓋扁桃振子様肥大症部分型の一例.） 

 

第 118 回 日本耳鼻咽喉科学会通常総会・学術講演会（平成 29 年 5 月 17〜20 日，広

島） 

白崎英明，才川悦子，氷見徹夫：鼻粘膜におけるリポキシン A４受容体の発現と局在.  

小西正訓：脳卒中例における嚥下機能評価依頼例の特徴.  

黒瀬誠，光澤博昭，高橋希，氷見徹夫：ＣＨAＲＧＥ症候群における気道管理 

高野賢一，矢島諒人，亀倉隆太，氷見徹夫：IgG4 関連疾患における PET/CT 検査の有用

性とピットフォール. 

山本圭佑，小笠原徳子，高野賢一，宮田遼，角木拓也，亀倉隆太，氷見徹夫：クラリス

ロマイシンは気道上皮で RSV によって誘導されるインターフェロンを IRF-3 を介して

調整する.  

角木拓也，黒瀬誠，高野賢一，近藤敦，小幡和史，野村一顕，金子躍人，氷見徹夫：頭

頸部扁平上皮癌における p63/GATA-3 経路によるタイト結合分子 JAM-A の発現調節機

構.  

實川純人，伊藤史恵，山下恵司，長屋朋典，亀倉隆太，氷見徹夫：甲状腺癌発生におけ

る Sorting Nexin 5の機能的意義.  

 

第 40回日本顔面神経学会,（平成 29年 5月 31日～6月 1日, 埼玉） 

小西正訓：ステロイド治療と HBV.  

 

第 12回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（平成 29年 6月 2～3日，栃木） 

高橋希，光澤博昭：声門下血管腫の一例.  

 

第 41回日本頭頸部癌学会学術集会（平成 29年 6月 8〜9日，京都） 

今井良吉：KKR札幌医療センター耳鼻咽喉科における甲状腺癌症例の検討  

近藤敦，山本圭佑，小幡和史，黒瀬誠，氷見徹夫：下咽頭癌における重複癌症例の検討.  

今野信宏: 経口腔的ルビエールリンパ節摘出における術中ナビゲーション 「O-arm」の

使用経験. 

黒瀬誠，近藤敦，小幡和史，氷見徹夫：頭頸部領域における神経再生誘導チューブ（ナ

ーブリッジ）の使用経験.  

小幡和史，小島隆，垣内晃人，角木拓也，黒瀬誠，近藤敦，氷見徹夫 : 頭頸部扁平上皮



癌に対するヒストン脱アセチル化酵素阻害剤の抗腫瘍効果メカニズムの解析.  

村山公介，今野信宏，垣内晃人，氷見徹夫：頸部リンパ節転移を認めた甲状舌管癌の１

例.  

 

第 54回日本リハビリテーション医学会,（平成 29年 6月 8～10日, 岡山） 

小西正訓：脳卒中発症後の栄養投与経路の変化 ～52週追跡調査～.  

 

第 71回日本交通医学会総会（平成 29年 6月 10〜11 日,札幌） 

久保志保子，長島勉，染川幸裕：当科で扱った外耳道真珠腫症例の検討.  

 

第 29回日本頭蓋底外科学会(平成 29年 6月 15～16日，松本) 

今野信宏：O-arm®と 3D内視鏡が有用であった経口腔的副咽頭間隙腫瘍摘出術の１例.  

 

第 66回日本アレルギー学会学術大会（平成 29年 6月 16〜18日，東京） 

白崎英明，才川悦子，氷見徹夫：好酸球細胞株を用いた脂質メディエーター受容体発現

調節に関する検討.  

亀倉隆太、高野賢一、山本元久、伊藤史恵、川田耕司、重原克則、高橋裕樹、氷見徹夫、

一宮慎吾：IgG4関連涙腺唾液腺炎の病変部位とリンパ組織に存在する濾胞ヘルパーT細

胞の機能的差異.  

重原克則、宮島さつき、亀倉隆太、川田耕司、高橋弘毅、一宮慎吾：アトピー型喘息に

おける末梢血濾胞ヘルパーT 細胞の活性化と治療における変化の検討.  

 

第 21回北海道アレルギー研究会（平成 29年 6月 24日，札幌） 

山本哲夫 ，朝倉光司，白崎英明，亀倉隆太，氷見徹夫：ヨモギ，イネ科花粉などの感作

と口腔咽頭過敏症を起こす原因食物.  

重原克則、宮島さつき、亀倉隆太、川田耕司、矢部勇人、浅井悠一郎、近藤 瞬、錦織

博貴、千葉弘文、高橋弘毅、一宮慎吾：アトピー型喘息における末梢血濾胞ヘルパーT

細胞の活性化と治療における変化.  

 

第 42回日本睡眠学会定期学術講演会 （平成 28年 6月 29～30日，横浜） 

坪松ちえ子，新谷朋子，氷見徹夫：小児閉塞性睡眠時無呼吸におけるアデノイド・口蓋

扁桃所見と重症度の検討.  

 

第 29回日本嚥下障害臨床研究会,（平成 29年 7月 1～2日, 松江） 

小西正訓：続・嚥下中の輪状咽頭筋をめぐる疑問.  

 



第 79回耳鼻咽喉科臨床学会総会（平成 29年 7月 6〜7日，下関） 

坪松ちえ子，山本圭佑，長屋朋典，近藤敦，新谷朋子，氷見徹夫：舌扁桃肥大に対しコ

ブレーション手術を施行した小児睡眠時無呼吸の 1例.  

長屋朋典，坪松ちえ子，小幡和史，山本圭佑，佐藤里奈，近藤敦，氷見徹夫：口蓋扁桃

に発症した胚中心進展性異形成の１例.  

山本圭佑，近藤敦，佐藤里奈，小幡和史，長屋朋典，黒瀬誠，坪松ちえ子，氷見徹夫：

当科における下咽頭癌の重複癌の検討.  

佐々木彩花，矢島諒人，宮田遼，吉岡巌：頭蓋内に浸潤した副鼻腔真菌症.  

佐藤里奈，高野賢一，黒瀬誠，大國毅，垣内晃人，伊藤史恵，氷見徹夫：第１鰓裂由来

嚢胞の１例.  

 

第 49回北海道脳卒中研究会（平成 29年 7月 8日, 札幌） 

小西正訓：脳卒中例における摂食機能の予後その 1・その 2.  

 

第 16回北海道病院学会,（平成 29年 7月 22日, 札幌） 

松澤優, 土岐美香子, 本間明美, 岡亨治, 小西正訓：当院における摂食嚥下障害看護の卒

後教育について ～リンクナースの育成とその結果～.  

 

第 62回北海道リハビリテーション学会,（平成 29年 7月 29日, 札幌） 

小西正訓：嚥下の状況、言葉で伝わる？  

 

第 15回日本臨床医療福祉学会（平成 29年 9月 1～2日, 岡山） 

松澤優, 土岐美香子, 本間明美, 岡亨治, 小西正訓：当院における摂食嚥下障害看護の卒

後教育について ～リンクナースの育成とその結果～.  

 

第 30回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会（平成 29年 9月 7～8日，金沢） 

近藤敦，黒瀬誠，高野賢一，大國毅，小幡和史，氷見徹夫：中咽頭原発腺房細胞癌症例.  

黒瀬誠，近藤敦，高野賢一，大國毅，小幡和史，氷見徹夫：口腔咽頭再建における VLoc

クロージャーデバイスの有用性. 

高野賢一, 矢島諒人, 亀倉隆太, 大國毅, 黒瀬誠, 伊藤史恵, 坪松ちえ子, 氷見徹夫：

IgG4関連唾液腺炎の診断における PET/CT 検査の有用性．  

坪松ちえ子，高野賢一，新谷朋子，氷見徹夫：小児睡眠時無呼吸症における重症度別の

治療成績.  

大國毅，白崎英明，近藤敦，黒瀬誠，高野賢一，亀倉隆太，伊藤史恵，氷見徹夫：唾液

腺原発悪性リンパ腫症例の検討.  

亀倉隆太、高野賢一、伊藤史恵、一宮慎吾、氷見徹夫：IgG4関連涙腺唾液腺炎のステロ



イド治療前後での血液機能性リンパ球サブセットの動態.  

伊藤史恵，亀倉隆太，高野賢一，一宮慎吾，氷見徹夫：加齢に伴う濾胞ヘルパー T 細

胞と濾胞制御性 T 細胞の機能変容.  

佐藤里奈，小幡和史，長屋朋典，坪松ちえ子，近藤敦，氷見徹夫：Lemierre 症候群の１

例.  

 

第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会（平成 29年 9月 15～16日, 千葉） 

松澤優, 小西正訓：当院における摂食嚥下障害看護の卒後教育について ～リンクナー

スの育成とその結果～.  

太田純子, 小西正訓, 菊地貴子： 摂食嚥下障害に関する学習会効果の検討. 

 

第 49回日本臨床分子形態学会総会・学術集会（平成 29年 9月 15～16日, 岐阜） 

矢島諒人, 高野賢一, 垣内 晃人, 金子躍人, 金野 匠, 幸野貴之, 氷見徹夫, 小島 隆：

IgG4関連疾患における顎下腺の線維化メカニズムの解析.  

 

日本花粉学会第 58回大会（平成 29年 9月 15～17日, 静岡） 

白崎英明，山本哲夫，氷見徹夫：シラカバ花粉症に関連する口腔アレルギー症候群の血

清学的診断について.  

 

第 5回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会総会・学術講演会（平成 29年 9月 21〜

22日，大津） 

渡邉一正，中島築：ワクチン既接種者のムンプス難聴例.  

 

第 22回 PEG・在宅医療学会（平成 29年 9月 23日, 札幌） 

小西正訓：脳卒中例の PEG適応予測.  

 

第 56回日本鼻科学会総会・学術講演会（平成 29年 9月 28〜30日，山梨） 

白崎英明：基礎ハンズオンセミナー in situ ハイブリダダイゼーションの手技の概要と

コツ.  

野村一顕，今井良吉：乳癌副鼻腔転移の 1例.  

宮田遼，松宮弘，佐々木彩花，吉岡巌：鼻腔に発生したリン酸塩尿性間葉系腫瘍

（phosphaturic mesenchymal tumor）の 1例 

山本圭佑，小笠原徳子，大國毅，高野賢一，堤裕幸，氷見徹夫：ウイルス感染症での鼻

粘膜上皮における細気管支炎・喘鳴の発症予測因子としての鼻汁 microRNA の可能性.  

 

第 45回日本臨床免疫学会総会（平成 29年 9月 28〜30日，東京） 



亀倉隆太、高野賢一、山本元久、伊藤史恵、矢部勇人、川田耕司、高橋裕樹、氷見徹夫、

一宮慎吾：研究奨励賞セッション IgG4 関連涙腺・唾液腺炎の病態形成における濾胞

ヘルパーT 細胞の機能的役割.  

 

第 23回北日本頭頸部癌治療研究会（平成 29年 10月 14日，仙台） 

小幡和史，近藤敦，黒瀬誠，氷見徹夫：札幌医科大学耳鼻咽喉科における舌癌を除く口

腔癌の治療成績.  

 

第 33回帯広耳鼻科医会学術講演会(平成 29年 10月 21日, 帯広) 

佐々木彩花，宮田遼，角木拓也，野村一顕，吉岡巌：Virchowリンパ節腫脹を初発とし

た原発不明胚細胞腫瘍の一例.  

 

第 66回共済医学会（平成 29年 10月 25～26日，京都） 

今井良吉，他：KKR 札幌医療センター耳鼻咽喉科における甲状腺腫瘍に対する超音波

分類の取り組み.  

百島尚樹，金子躍人，坪田大：上咽頭の腫瘤に対して手術を行った，成人滲出性中耳炎

の 2例.  

佐藤文昭，今井良吉，他：FNAB後にびまん性甲状腺腫大を呈した２症例.  

 

第 216回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会(平成 29年 10月 29日, 旭川) 

渡邉一正，松浦聖一：水痘・帯状疱疹ウイルスによる声帯麻痺例.  

角木拓也、宮田遼、佐々木彩花、野村一顕、吉岡巌：両側声帯麻痺を契機として発見さ

れた、Forestier 病による嚥下障害の一例.  

佐々木彩花，宮田遼，角木拓也，野村一顕，吉岡巌：Virchowリンパ節腫脹を初発とし

た原発不明胚細胞腫瘍の一例.  

大和田築，大國毅，萬顕，山本圭佑，高野賢一，黒瀬誠，氷見徹夫：外転神経麻痺単独

で発症した急性蝶形骨洞炎の 1例.  

 

第 69回日本気管食道学会総会ならびに学術講演会（平成 29年 11月 8〜9日，大阪） 

黒瀬誠，光澤博昭，大國毅，高野賢一，近藤敦，氷見徹夫：長期経過観察の後、気管孔

閉鎖が可能であった気道病変を認めた CHARGE症候群症例の検討.  

 

第 27回日本耳科学会総会・学術講演会（平成 29年 11月 22〜24日，横浜） 

高野賢一，角木拓也，大國毅，松永達雄，氷見徹夫：NOG遺伝子変異が同定された先天

性アブミ骨固着症の一例.  

 



第 46回日本免疫学会学術集会（平成 29年 12月 12〜14日，仙台） 

Hayato Yabe, Ryuta Kamekura, Fumie Ito, Ippei Ikegami, Koji Kawata, Tetsuo Himi, Hiroki 

Takahashi, Shingo Ichimiya: Regulatory mechanisms of the production of IgG4 in IgG4-related 

dacryoadenitis and sialadenitis.  

 

 

7．その他 

 

染川幸裕：「第４回鈴木式鼓室形成術セミナー2017」の代表世話人，平成 29 年 8 月 26

日，東京北医療センター 

 

染川幸裕：「耳の病気～鼓室形成術～」、北海道の病院２０１７、2017.2.20 

 

白崎英明：アイスブレイキング，第１２回札医大指導医講習会，平成 29年 10月 28−29

日，札幌医大 

 

小西正訓：会員の声「嚥下機能手術が実施されるためには」，日摂食嚥下リハ会誌 21: 

120, 2017. 

 

高野賢一：札医大の研究室から，十勝毎日新聞，平成 29年 4月 14日 

 

高野賢一：耳かきし過ぎ禁物，北海道新聞，平成 29年 3月 1日 

 

高野賢一：IgG4 関連唾液腺炎の診断における PET/CT 検査の有用性，IgG4 関連疾患の

診断基準ならびに治療指針の確立を目指す研究班会議，平成 29年 12月 15日，京都 

 

高野賢一：IgG4関連疾患に対する core needle biopsyの検討，IgG4関連疾患の診断基準

ならびに治療指針の確立を目指す研究班会議，平成 29年 12月 15日，京都 

 

坪松 ちえ子：「睡眠時無呼吸症候群」，医療と介護ナビ 2017年版夏・秋号 8-9 

 

坪松 ちえ子：「睡眠時無呼吸症候群」，暮らしと健康の月刊誌ケア 2017年 8月号 20-26 

 

亀倉隆太：第 13 回日本アレルギー学会学術大会賞「アレルギー性鼻炎の新たな治療標

的としての“エピイムノーム”の重要性」 

 



Kamekura R. Kenji Mano Travel Grant. 日本アレルギー学会 


